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１．本研究開始の背景や目的等（200 字～300 字程度で記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究方法等（300 字程度で記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の発生から 8 年。研究者が取り組む宮城・石巻市の震災映像シリーズは 68 本

まで制作・公開に至った。こうしたなか被災地の復興は進み、石巻では門脇小学校・校舎、大

川小学校・校舎、南浜津波復興祈念公園などの恒久的な震災伝承施設が 2 年後・震災 10 年に

完成する。いまその展示内容を検討中で、映像メディアで震災を未来に語り継ぐには、どんな

テーマや切り口、映像構成が必要か、大きな課題になっている。本研究は、先進事例となる広

島平和記念資料館などの映像展示を調査・分析して、震災伝承施設で有効活用できる映像企画

を検討し、その試作版(2018 年度版)を制作・公開する段階まで実行することを目的にしている。 

 

 

 

 

 研究方法は下記の通りである。 

1. 映像企画検討のため、過去の取材映像を確認し、内容を記録したプレビューメモを作成 

2. 広島平和記念資料館を視察し、映像展示の実践例を調査・検討 

3. 関係する博物館施設の映像展示をインターネット等で調査 

4. 「石巻市の復興記録」(2018 年度版)の映像企画を検討・立案し、映像編集を実施 

5. 映像にナレーション・字幕スーパー・音楽等を挿入し、2018 年度版・映像記録を作成 

6. 完成した映像記録(長さ 31分)を石巻市復興まちづくり情報交流館に寄贈・上映展示 

7. 次年度の制作に向け、映像記録(2018 年度版)の改善点等を分析・評価 

 

 

 

 

 



３．研究成果の概要（600 字～800 字程度で記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．キーワード（本研究のキーワードを１以上８以内で記載） 

①東日本大震災 ②石巻市 ③復興 ④映像 

⑤記録 ⑥ドキュメンタリー ⑦ ⑧ 

 

５．研究成果及び今後の展望 

 本研究では、過去 7 年間の取材映像プレビューメモ(映像リスト)を作成し、広島平和記念資

料館や関係する博物館施設等の映像展示を参考に、映像記録「石巻市の復興記録」(2018 年度

版)の映像企画を立案した。その上でゼミ学生の協力を得て、映像企画に沿った形で記録映像

作品(本編 31 分)を制作した。完成映像は石巻市復興まちづくり情報交流館に寄贈し、2018 年

10 月末から石巻市内の同館で上映展示が開始された。本研究は当初の計画通り進んだ。 

 映像企画は、①震災伝承館等での上映展示を前提、②石巻の復興記録が客観的に伝わる内容、

③限られた過去の取材映像を最大限に活用、④紹介項目ごとに単独で上映可能な構成、⑤全編

上映でも長さが 30 分～40 分、⑥視聴者が理解し易いようにナレーション・字幕スーパー・音

楽等を挿入、などが条件になる。こうした視点で下記の 13 章を軸とした映像企画を立てた。 

【映像記録の構成】 

<総合タイトル>          7 秒  <01 門脇・南浜地区の被害>   2 分 16 秒 

<02 門脇・南浜地区の復興>    3 分 41 秒  <03 かわまちづくり>       3 分 45 秒 

<04 防災集団移転団地 誕生>   2 分 06 秒   <05 中心市街地の再生>        2 分 45 秒 

<06 石巻魚市場の再建>       2 分 20 秒   <07 石巻市立病院の再建>      1 分 35 秒 

<08 新内海橋の建て替え>       1 分 35 秒    <09 災害に強いまちづくり>     2 分 05 秒 

<10 交流と挑戦・橋通り>     2 分 46 秒    <11「かんばろう! 石巻」看板>  1 分 50 秒 

<12 石ノ森萬画館の復活>     2 分 01 秒    <13 東日本大震災を伝承>     2 分 00 秒 

 

 完成した記録映像を制作者の視点で分析・評価すると、博物館施設での展示映像なので、テ

レビドキュメンタリーに比べ全体的に地味な印象を受けるが、石巻の復興の歩みがしっかりと

伝わる、当初の企画意図に沿った映像になった。上映展示している情報交流館・担当者にヒア

リングしたところ、「復興の歩みが短時間にコンパクトにまとまっていて、館内上映用にふさ

わしい記録映像になっている。今後のリメイク版では、必要な章ではもう少し映像が長くても

良いかも知れない。将来的には英語版も制作してほしい」という意見が寄せられた。 

 本研究で映像企画の基本構成は完成した。来年度以降は、継続している復興状況を追加撮影

し、今年度・試作版を修正・リメイクし、最終版・震災 10 年の復興記録を制作する予定だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜映像記録(2018 年度版)の映像公開＞ 

石巻市復興まちづくり情報交流館(中央館) で上映展示(常時リピート上映)  2018 年 10 月末～ 

椙山女学園大学 YouTube  https://youtu.be/79LQuIO8mT8   2018 年 10 月～ 

 

<新聞記事の掲載> 

「石巻７年間の映像贈る 復興の歩み 現地で上映」読売新聞・愛知県版 2018 年 10 月 25 日 

「石巻復興 ７年の記録 ＤＶＤにまとめて寄贈」読売新聞・宮城県版 2018 年 11 月 2 日 

「復興プロセス映像で記録 椙山女学園大 栃窪研究室」石巻日日新聞 2018 年 12 月 3 日 

「石巻 復興の歩み 映像に 名古屋・椙山女学園大生」河北新報 2018 年 12 月 28 日 

 

https://youtu.be/79LQuIO8mT8

